

































室」として設置されている（蓮田 2011a/ 田尻 2009/ 田
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“White stork cradle” as the system which changes the meaning of the relation















































































　2007 年度～ 2010 年度の「ゆりかご」の利用状況は次
のようになっている．運用開始から４年間に預けられた














手段は，車（自家用車）31 件，航空機 10 件，新幹線等
鉄道 23 件，不明 11 件である．










10 人，不明 14 人である．
　預けに来た者からの聞き取りなどをもとに分類した
「ゆりかご」を利用した理由（複数回答）については，












































必要性が強く主張されている（蓮田 2011a/ 蓮田 2011b/








吉田 201013）/ 大川・一木・伊藤・ほか 200914）/ 寺西・新谷・
田中・ほか 200915）など）．
　執筆者が「ゆりかご」をめぐって直接，議論をおこなっ















































































































































































































































































































































日齢 0日・0 か月児の虐待死亡事例が最も多かった 2009
年度の結果である．なお，2009 年度の検証結果がまとめ
られた第 6次報告（2010 年）が出された時点では，日齢
0日の死亡は 16 人であったが，第 7次報告（2011 年）に
おいて，第 1次報告～第 7次報告の日齢 0日・0か月児の
死亡事例を検討するにあたり精査した結果，第 6次報告
で不明であった 6人は日齢 0日の死亡と判断された．
３） 2007 年度と 2008 年度の厚生労働省調査による全国の遺棄









27 人・置き去り児童 61 人，2007 年度：棄児 55 人・置




























10） 2011 年 9 月に筆者がおこなった実地調査によって得られ
た情報と，「こうのとりのゆりかご検証会議」の最終報告
書をもとに記す．
11） 実地調査のさいに入手した「H22 年 5 月 25 日公表『こう
のとりのゆりかご』の利用状況（H19 ～ 22 年度）」をも
とに記す．
12） 特別養子縁組成立の要件として，「実父母の同意」という
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